
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】椎弓板形成術においてスペーサを差し込むため

、椎弓板を開大させる医療器具を提供する。

【解決手段】椎弓板開大器１は、本体部２と、本体部に

取付けられたピストル型グリップ８と、本体部に固定さ

れた回転軸を中心に回動する可動把持部７と、本体部に

固定された固定シャフト３と、本体部と連結部材Ａ５に

より連結され、且つ可動把持部と連結部材Ｂ６により連

結され、可動把持部に連動して固定シャフトに対して移

動可能な可動シャフト４とを備えた構成とされ、可動把

持部の操作により、可動シャフトの先端部が後退移動し

ながら固定シャフトから離脱し、可動シャフトの先端部

と固定シャフトの先端部の間隙が開大することを特徴と

する。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 に 取 付 け ら れ た ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ と 、 前 記 本 体 部 に 固 定 さ れ た
回 転 軸 を 中 心 に 回 動 す る 可 動 把 持 部 と 、 前 記 本 体 部 に 固 定 さ れ た 固 定 シ ャ フ ト と 、 前 記 本
体 部 と 連 結 部 材 Ａ に よ り 連 結 さ れ 、 且 つ 前 記 可 動 把 持 部 と 連 結 部 材 Ｂ に よ り 連 結 さ れ 、 前
記 可 動 把 持 部 に 連 動 し て 前 記 固 定 シ ャ フ ト に 対 し て 移 動 可 能 な 可 動 シ ャ フ ト と を 備 え 、 前
記 可 動 把 持 部 の 操 作 に よ り 、 前 記 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 後 退 移 動 し な が ら 前 記 固 定 シ ャ
フ ト か ら 離 脱 し 、 前 記 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 と 固 定 シ ャ フ ト の 先 端 部 の 間 隙 が 開 大 す る こ
と を 特 徴 と す る 椎 弓 板 開 大 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 鉤 状 若 し く は へ ら 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 椎 弓 板 開 大 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 定 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 鉤 状 若 し く は へ ら 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 椎 弓 板 開 大 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 可 動 把 持 部 の 形 状 が 環 状 も し く は 逆 Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 椎 弓 板 開 大 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 椎 弓 板 形 成 術 に お い て 人 工 骨 な ど で 構 成 さ れ る ス ペ ー サ を 差 し 込 む た め 、 椎
弓 板 を 開 大 さ せ る た め の 医 療 器 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 頸 部 脊 髄 狭 窄 症 （ 以 下 、 頸 椎 症 と い う ） は 、 脊 柱 の 脊 椎 を 通 っ て 延 在 す る 脊 髄 の た め の
開 口 が 脊 髄 を 受 入 れ る た め に 十 分 広 い と は 全 く 言 え な い 状 態 を 示 し 、 靭 帯 の 肥 大 や 頸 部 椎
間 板 の あ る 種 の 膨 隆 の 生 じ た 者 は 脊 髄 に 圧 力 を 感 じ 、 頭 や 首 の 痛 み や 、 脱 力 感 、 腕 や 脚 の
動 作 の 鈍 化 と い っ た 症 状 を 引 き 起 こ す 。
　 頸 椎 症 の 手 術 の う ち 、 椎 弓 板 形 成 術 は 、 脊 椎 の 後 部 が 露 出 さ れ 、 骨 組 織 を 除 去 す る 代 わ
り に 形 状 を 変 更 す る も の で 、 椎 孔 の 後 部 を 形 成 す る 骨 を 外 方 へ 向 か っ て 湾 曲 し て 椎 孔 を 開
き 、 脊 髄 の た め の 一 層 広 い 空 間 を 形 成 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 椎 弓 板 の 一 部 を 切 断 し 、 ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト を 材 料 と す る 人 工 骨 か ら な る
ス ペ ー サ を 、 椎 弓 板 の 切 断 し た 端 部 間 に 係 合 さ せ る よ う に 差 込 み 、 椎 弓 板 を よ り 広 く 開 か
れ た 形 状 と す る と 共 に 、 そ の 新 た な 形 状 を 保 持 す る 方 法 が あ る 。
　 こ の 方 法 で は 、 ２ ～ ３ ｃ ｍ 程 度 の 最 小 の 皮 膚 切 開 を 行 う だ け で す み 、 患 者 の 身 体 的 負 担
が 少 な く 、 ま た 術 後 も 患 者 の 精 神 的 負 担 を 減 ら し 、 低 侵 襲 性 な 治 療 が 可 能 と な る 。
　 本 考 案 の 目 的 は 、 椎 弓 板 形 成 術 に お い て 、 人 工 骨 な ど で 構 成 さ れ る ス ペ ー サ を 差 し 込 む
た め 、 椎 弓 板 を 開 大 さ せ る こ と が で き る 医 療 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 従 来 か ら 椎 弓 板 開 大 器 と し て 、 椎 弓 板 の 切 断 部 を 把 持 部 の 握 り に よ り 拡 大 さ せ
る 脊 椎 円 板 空 間 伸 延 器 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 こ れ は 、 椎 骨 の よ う な 隣 接 し た 要
素 を 引 き 離 す た め の 伸 延 器 で あ っ て 、 二 重 作 動 は さ み の 形 状 の 伸 延 機 構 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 開 大 器 と し て 、 把 持 部 を 握 る こ と に よ り 先 端 の 一 部 が 前 後 方 向 に 摺 動 す る も の が
知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 こ れ は 、 一 体 構 造 の 貯 蔵 チ ャ ン バ お よ び 取 り 替 え 等 も 可 能
な 切 断 エ レ メ ン ト を 備 え た 超 薄 型 フ ッ ト プ レ ー ト を 持 つ 多 重 か み 込 み 骨 鉗 子 で あ っ て 、 フ
ッ ト プ レ ー ト で 終 端 す る シ ャ フ ト と 、 シ ャ フ ト に 対 し て 摺 動 可 能 で あ り 、 近 端 及 び 近 端 と
反 対 側 の 遠 端 と 開 放 し た 内 部 と を 有 し 、 近 端 が 開 放 し た 内 部 と 連 通 す る 開 口 を 有 す る キ ャ
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リ ア 部 材 と 、 フ ッ ト プ レ ー ト と 骨 ま た は 軟 骨 の 切 断 片 が 接 触 す る 切 れ 刃 を 有 す る 開 口 端 と
、 骨 ま た は 軟 骨 の 切 断 片 を 収 集 し 貯 蔵 す る 貯 蔵 領 域 と を 備 え 、 シ ャ フ ト が 中 空 部 材 を 通 過
す る こ と な く キ ャ リ ア 部 材 に 対 し て 摺 動 可 能 で あ る 中 空 部 材 と 、 キ ャ リ ア 部 材 と シ ャ フ ト
と の 互 い に 対 す る 往 復 運 動 を 提 供 す る 駆 動 機 構 と を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 開 大 器 と し て 、 整 形 外 科 用 ロ ッ ド ま た は 脊 椎 ロ ッ ド を 、 イ ン プ ラ ン ト 、 連 結 要 素
、 椎 弓 根 ネ ジ 装 置 な ど の 整 形 外 科 用 装 置 の 凹 部 ま た は 着 座 へ と 付 勢 す る た め の ロ ッ ド 押 込
み 装 置 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ３ ） 。 こ の 装 置 は 、 整 形 外 科 用 装 置 に 離 脱 可 能 に 取 付 け
可 能 で あ る 本 体 と 、 プ ッ シ ャ ー 部 材 と 、 プ ッ シ ャ ー 部 材 を 本 体 に 滑 動 自 在 に 連 結 す る ト リ
ガ ー と を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 椎 弓 板 の 切 断 部 を 拡 大 し 、 そ の 間 隔 を 維 持 す る た め 差 込 む 部 材 と し て 、 椎 弓 板 の
切 断 し た 端 部 間 に 係 合 さ れ る よ う な 形 状 に な さ れ た 間 隔 取 り 手 段 と 、  前 記 間 隔 取 り 手 段
に 取 付 け ら れ 、 該 間 隔 取 り 手 段 を 作 動 位 置 に 保 持 す る よ う な 形 状 に な さ れ た 保 持 手 段 と を
含 ん で な る 椎 弓 板 形 成 術 後 の 椎 弓 板 を 動 的 に 安 定 さ せ る 装 置 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ４
） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ２ － ５ ２ ６ １ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ２ １ ８ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 表 ２ ０ ０ ５ － ５ ２ ３ ０ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 表 平 １ １ － ５ １ ２ ３ １ ４ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 来 の 開 大 器 は 、 椎 弓 板 形 成 術 に お い て ス ペ ー サ を 差 し 込 む た め に 、 椎 弓 板 の 切 断 部 を
開 大 さ せ る た め 適 切 な も の で は な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
　 す な わ ち 、 低 侵 襲 性 な 治 療 を 目 標 と す べ く 、 最 小 の 皮 膚 切 開 を 行 う た め に 、 椎 弓 板 に 対
す る 開 大 器 の 挿 入 角 度 や 稼 動 範 囲 が 制 限 さ れ る た め 、 そ れ に 対 応 す る 必 要 が あ る 。
こ れ に つ い て 、 図 １ を 参 照 し て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 一 例 と し て 、 椎 弓 板 形 成 術
に お い て ス ペ ー サ を 差 し 込 む た め の 方 法 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ （ ａ ） で は 、 椎 弓 板 形 成 術 に お い て ス ペ ー サ を 差 し 込 む た め に 、 頚 椎 の 後 部 の 皮 膚
を 切 開 す る 範 囲 を 示 し て い る 。 図 １ （ ｂ )～ （ ｅ ） は 、 頚 椎 の 椎 弓 板 の 断 面 の 様 子 を 頭 上
か ら 眺 め た 図 を 示 し て い る 。 図 １ （ ｂ ） は 、 皮 膚 の 切 開 部 か ら ア プ ロ ー チ し て 、 椎 弓 板 の
一 部 を 切 断 す る 様 子 を 模 式 的 に 示 し て い る 。 図 １ （ ｂ ） に お い て 破 線 部 が 切 断 箇 所 を 示 し
て い る 。 図 １ （ ｃ ） で は 、 椎 孔 の 後 部 を 形 成 す る 骨 １ ２ を 外 方 へ 向 か っ て 湾 曲 し て 椎 孔 を
開 き 、 椎 弓 板 １ の 切 断 部 の 間 隙 （ １ ２ と １ ３ の 間 ） を 拡 げ て い る 。 そ し て 、 図 １ （ ｄ ） に
示 す よ う に 、 ス ペ ー サ １ ５ を 椎 弓 板 の 切 断 し た 端 部 間 に 係 合 さ せ る よ う に 差 込 み 、 図 １ （
ｅ ） に 示 す よ う に 、 椎 弓 板 を よ り 広 く 開 か れ た 形 状 と す る と 共 に 、 そ の 新 た な 形 状 を 保 持
し て 脊 髄 の た め の 一 層 広 い 空 間 を 形 成 さ せ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る も の は 、 患 者 と 状 況 に 応 じ て 異 な る ブ
レ ー ド が 用 い る こ と が 可 能 な よ う に 、 ブ レ ー ド 部 を 先 端 部 に 脱 着 可 能 と し て い る も の の 、
原 理 的 に は 、 は さ み の 作 動 を 行 う も の で あ る 。 こ の た め 、 開 口 部 か ら 挿 入 さ れ た 開 大 器 が
、 椎 弓 板 の 切 断 部 を 押 し 広 げ る の に は 適 切 で な い 。
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て い る も の は 、 シ ャ フ ト が 前 後 に 移 動 す る も の で あ り
、 椎 弓 板 の 切 断 部 を 押 し 広 げ る の に は 適 切 で な い 。
　 さ ら に 、 上 記 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ て い る も の は 、 先 端 部 が ロ ッ ド を 付 勢 す る も の で あ
り 、 椎 弓 板 の 切 断 部 を 押 し 広 げ る の に は 適 切 で な い 。
　 こ の よ う に 、 従 来 の 開 大 器 で は 、 上 述 し た よ う な 椎 弓 板 形 成 術 に お い て ス ペ ー サ を 差 し
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込 む た め に 、 椎 弓 板 の 切 断 部 の 間 隙 を 拡 げ る 作 用 を 施 す こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 本 考 案 は 、 椎 弓 板 形 成 術 に お い て ス ペ ー サ を 差 し 込 む た め 、 神 経 を
損 傷 し な い よ う に 安 全 且 つ 確 実 に 、 椎 弓 板 を 開 大 さ せ る 医 療 器 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 の 椎 弓 板 開 大 器 は 、 本 体 部 と 、 本 体 部 に 取 付 け ら れ た
ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ と 、 本 体 部 に 固 定 さ れ た 回 転 軸 を 中 心 に 回 動 す る 可 動 把 持 部 と 、 本 体
部 に 固 定 さ れ た 固 定 シ ャ フ ト と 、 本 体 部 と 連 結 部 材 Ａ に よ り 連 結 さ れ 、 且 つ 可 動 把 持 部 と
連 結 部 材 Ｂ に よ り 連 結 さ れ 、 可 動 把 持 部 に 連 動 し て 固 定 シ ャ フ ト に 対 し て 移 動 可 能 な 可 動
シ ャ フ ト と を 備 え た 構 成 と さ れ 、 可 動 把 持 部 の 操 作 に よ り 、 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 後 退
移 動 し な が ら 固 定 シ ャ フ ト か ら 離 脱 し 、 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 と 固 定 シ ャ フ ト の 先 端 部 の
間 隙 が 開 大 さ れ る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 構 成 と さ れ る こ と で 、 可 動 把 持 部 の 操 作 に よ り 、 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 後 退 移
動 し な が ら 固 定 シ ャ フ ト か ら 離 脱 し （ 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 上 に あ が り ） 、 可 動 シ ャ フ
ト の 先 端 部 と 固 定 シ ャ フ ト の 先 端 部 の 間 隙 が 開 大 さ れ る 。 従 っ て 、 椎 弓 板 の 切 断 部 に 可 動
シ ャ フ ト の 先 端 部 あ る い は 固 定 シ ャ フ ト の 先 端 部 を 差 込 ん で 、 可 動 把 持 部 を 操 作 し た 場 合
に は 以 下 の 動 作 を す る こ と と な る 。
先 ず 、 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 後 退 移 動 し て 椎 弓 板 の 切 断 部 の 内 部 の 骨 に 係 止 す る 。 次 に
、 可 動 シ ャ フ ト が 固 定 シ ャ フ ト か ら 離 脱 し 、 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 と 固 定 シ ャ フ ト の 先 端
部 の 間 隙 が 開 大 さ れ る こ と で 、 椎 弓 板 の 切 断 部 の 間 隙 が 開 大 さ れ る 。 可 動 把 持 部 の 位 置 を
保 持 す る こ と で 、 椎 弓 板 の 切 断 部 の 間 隙 状 態 が 維 持 さ れ る 。
上 記 の よ う な 動 作 に よ っ て 、 椎 弓 板 形 成 術 に お い て ス ペ ー サ を 差 し 込 む た め の 椎 弓 板 の 切
断 部 の 間 隙 状 態 を 作 り 上 げ る の で あ る 。
な お 、 ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ と し て い る の は 、 片 手 で 効 果 的 に 利 用 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 上 記 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 鉤 状 若 し く は へ ら 状 に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま
し い 。 ま た 、 上 記 固 定 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 鉤 状 若 し く は へ ら 状 に 形 成 さ れ て い る こ と が 好
ま し い 。 本 発 明 で い う 鉤 状 と は 、 椎 弓 板 の 切 断 部 の 端 部 を 引 っ 掛 け る た め に 、 シ ャ フ ト の
先 が 曲 が っ て 拡 が っ て い る 状 態 を い う 。 ま た 、 へ ら 状 と は 、 シ ャ フ ト の 先 を 細 長 く 平 ら に
削 り 、 先 端 を 刃 形 に し て い る 状 態 を い う 。
　 シ ャ フ ト の 先 端 部 が 鉤 状 若 し く は へ ら 状 に 形 成 し て い る の は 、 椎 弓 板 の 切 断 部 の 内 部 の
骨 に 確 実 に 係 止 で き る よ う に す る た め で あ る 。 ま た 、 シ ャ フ ト の 後 退 移 動 に 際 し て 、 滑 り
を 防 止 す る 効 果 を 得 る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 可 動 把 持 部 の 形 状 が 環 状 も し く は 逆 Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ て い る こ と が 更 に 好 ま
し い 。
　 ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ と 相 俟 っ て 、 片 手 で 効 果 的 に 利 用 す る た め で あ る 。 す な わ ち 、 可 動
把 持 部 の 形 状 を 環 状 も し く は 逆 Ｕ 字 状 に 形 成 す る こ と で 、 人 差 し 指 を 引 っ 掛 け て 操 作 で き
る 。 特 に 、 可 動 把 持 部 の 形 状 を 逆 Ｕ 字 状 に 形 成 す る こ と で 、 手 術 用 の 手 袋 を は め て い る 状
態 で も 、 ス ム ー ズ に 指 の 装 着 、 脱 着 が 行 え る こ と に な る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
本 考 案 に 係 る 椎 弓 板 開 大 器 は 、 椎 弓 板 形 成 術 に お い て ス ペ ー サ を 差 し 込 む た め に 、 差 し 込
ん だ シ ャ フ ト の 先 端 部 が 後 退 移 動 し な が ら 開 大 し て い く た め 、 神 経 を い た め る こ と な く 、
椎 弓 板 を 確 実 に 開 大 さ せ る こ と が で き る と い っ た 効 果 を 有 す る 。
ま た 、 そ の 構 造 か ら 最 小 の 皮 膚 切 開 下 に お い て も 、 神 経 を 損 傷 し な い よ う に 安 全 且 つ 確 実
に 椎 弓 板 を 開 大 さ せ る と い っ た 効 果 を 有 す る 。
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さ ら に 、 手 術 用 の 手 袋 を は め て い る 状 態 で も 、 片 手 で 椎 弓 板 を 確 実 に 開 大 さ せ る こ と が で
き る と い っ た 効 果 を 有 す る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 考 案 の 実 施 例 に つ い て 、 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 し て い く 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 実 施 例 １ の 椎 弓 板 開 大 器 は 、 本 考 案 の 椎 弓 板 開 大 器 の 一 実 施 例 を 示 す も の で 、 そ の 概 略
構 成 図 を 図 ２ に 示 す 。
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 実 施 例 １ の 椎 弓 板 開 大 器 １ は 、 本 体 部 ２ と 、 本 体 部 ２ に 取 付 け
ら れ た ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ ８ と 、 本 体 部 ２ に 固 定 さ れ た 回 転 軸 ２ ａ を 中 心 に 回 動 す る 可 動
把 持 部 ７ と 、 本 体 部 ２ に 固 定 さ れ た 固 定 シ ャ フ ト ３ と 、 本 体 部 ２ と 連 結 部 材 Ａ （ ５ ） に よ
り 連 結 さ れ 、 且 つ 可 動 把 持 部 ７ と 連 結 部 材 Ｂ （ ６ ） に よ り 連 結 さ れ 、 可 動 把 持 部 ７ に 連 動
し て 固 定 シ ャ フ ト ３ に 対 し て 移 動 可 能 な 可 動 シ ャ フ ト ４ と を 備 え た 構 成 で あ る 。
可 動 把 持 部 ７ の 操 作 に よ り 、 可 動 シ ャ フ ト ４ の 先 端 部 ４ ａ が 後 退 移 動 し な が ら 固 定 シ ャ フ
ト ３ か ら 離 脱 し 、 可 動 シ ャ フ ト ４ の 先 端 部 ４ ａ と 固 定 シ ャ フ ト ３ の 先 端 部 ３ ａ の 間 隙 が 開
大 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 可 動 把 持 部 ７ は 本 体 部 ２ に 固 定 さ れ た 回 転 軸 ２ ａ を 中 心 に 回 動 す
る よ う に な さ れ て い る 。 ま た 、 可 動 把 持 部 ７ は 可 動 シ ャ フ ト ４ と 連 結 部 材 Ｂ （ ６ ） に よ り
連 結 さ れ て い る 。 よ り 詳 し く は 、 可 動 把 持 部 ７ の 円 柱 状 の 突 起 ７ ｃ が 、 連 結 部 材 Ｂ （ ６ ）
に 設 け ら れ た 孔 に 係 止 す る こ と に よ り 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に お い て 、 ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ ８ を 握 り 、 可 動 把 持 部 ７ に 指 を か け て 手 前 に 引 く と
（ 可 動 把 持 部 ７ を 、 図 ２ の 正 面 か ら 見 て 右 に 移 動 さ れ る と ） 、 可 動 把 持 部 ７ は 回 転 軸 ２ ａ
を 中 心 に 反 時 計 回 り に 回 動 す る 。 そ れ と 同 時 に 、 連 結 部 材 Ｂ （ ６ ） が 可 動 把 持 部 ７ の 突 起
７ ｃ の 作 用 に よ り 、 図 か ら 見 て 右 側 に 力 を 受 け 、 可 動 シ ャ フ ト ４ を 右 に シ フ ト 移 動 さ せ る
。 可 動 シ ャ フ ト ４ の 先 端 部 ４ ａ は 後 退 移 動 す る こ と と な る 。
ま た 、 可 動 シ ャ フ ト ４ は 、 本 体 部 ２ と 連 結 部 材 Ａ （ ５ ） に よ り 連 結 さ れ て い る 。 よ り 詳 し
く は 、 連 結 部 材 Ａ （ ５ ） に 設 け ら れ た 円 柱 状 の 突 起 ５ ａ が 、 可 動 シ ャ フ ト ４ の 中 央 部 に 存
在 す る 板 状 体 ４ ｂ に 設 け ら れ た 孔 ４ ｄ に 係 止 す る こ と に よ り 連 結 さ れ て い る 。
　 そ の た め 、 可 動 シ ャ フ ト ４ が 図 か ら 見 て 右 に シ フ ト 移 動 す る と 、 本 体 部 ２ に 固 定 さ れ た
回 転 軸 ５ ｂ を 中 心 に し て 、 連 結 部 材 Ａ （ ５ ） が 時 計 回 り に 回 動 す る 。 そ の 結 果 、 可 動 シ ャ
フ ト ４ が 固 定 シ ャ フ ト ３ か ら 離 脱 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 可 動 シ ャ フ ト の 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） か ら （ ｃ ） は 、 可 動 シ ャ
フ ト ４ の 先 端 部 ４ ａ が 後 退 移 動 し な が ら 開 大 し て い く 様 子 を 示 し て い る 。 図 ３ （ ａ ） に 示
さ れ る よ う に 、 最 初 は 固 定 シ ャ フ ト ３ と 可 動 シ ャ フ ト ４ は 接 し て い る 。 先 端 部 ４ ａ の 位 置
は 、 図 の 正 面 か ら 見 て 最 も 左 端 に 位 置 し て い る 。 ま た 連 結 部 材 Ａ （ ５ ） に 設 け ら れ た 円 柱
状 の 突 起 ５ ａ が 、 可 動 シ ャ フ ト ４ の 板 状 体 ４ ｂ に 設 け ら れ た 孔 ４ ｄ の 最 も 右 に 位 置 し て い
る 。 上 述 し た よ う に 、 可 動 把 持 部 ７ を 操 作 （ 図 ２ の 正 面 か ら 見 て 右 に 移 動 ） す る こ と で 、
可 変 シ ャ フ ト ４ は 右 に シ フ ト 移 動 し て い く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の 結 果 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 部 材 Ａ （ ５ ） に 設 け ら れ た 円 柱 状 の 突 起
５ ａ が 、 可 動 シ ャ フ ト ４ の 板 状 体 ４ ｂ に 設 け ら れ た 孔 ４ ｄ の 最 も 左 に 位 置 す る ま で 移 動 す
る と 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 部 材 Ａ （ ５ ） が （ 図 示 し な い ） 本 体 部 に 固 定 さ
れ た 回 転 軸 ５ ｂ を 中 心 に し て 、 時 計 回 り に 回 動 す る こ と に な る 。
　 そ の 結 果 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 可 動 シ ャ フ ト ４ が 固 定 シ ャ フ ト ３ か ら 離 脱 す
る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 ま た 、 ね じ り バ ネ （ ９ ａ ， ９ ｂ ） は 、 可 動 シ ャ フ ト が 後 退 移 動 す る と き の 戻 り を 防 ぐ ブ
レ ー キ の 役 目 を し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 説 明 か ら わ か る よ う に 、 可 動 把 持 部 ７ の 操 作 に よ り 、 可 動 シ ャ フ ト ４ の 先 端 部 ４
ａ が 後 退 移 動 し な が ら 固 定 シ ャ フ ト ３ か ら 離 脱 し 、 可 動 シ ャ フ ト ４ の 先 端 部 ４ ａ と 固 定 シ
ャ フ ト ３ の 先 端 部 ３ ａ の 間 隙 が 開 大 さ れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 実 施 例 １ の 椎 弓 板 開 大 器 の 使 用 方 法 を 図 ４ － １ ～ 図 ４ － ３ を 用 い て 説 明 す る 。
　 図 ４ － １ は 、 椎 弓 板 の 切 断 箇 所 を 説 明 す る 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ － ２ お よ び 図 ４ － ３ は
、 実 施 例 １ の 椎 弓 板 開 大 器 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
　 ま ず 、 椎 弓 板 １ を ２ 箇 所 （ ３ １ ， ３ ２ ） 切 断 す る 。 図 中 の 符 号 ３ ３ で 示 す 箇 所 は 切 断 ま
で し な い が 、 骨 が 湾 曲 し や す い よ う に 穴 を 設 け て い る 。
　 次 に 、 図 ４ － ２ に 示 さ れ る よ う に 、 切 断 箇 所 ３ １ に 椎 弓 板 開 大 器 １ の 可 動 シ ャ フ ト ４ の
先 端 部 ４ ａ を 差 込 み 、 へ ら 状 の 先 端 部 ４ ａ を 椎 弓 板 １ の 内 面 に 係 止 さ せ 、 固 定 シ ャ フ ト ３
の 先 端 部 ３ ａ を 椎 弓 板 １ の 外 部 表 面 に 係 止 さ せ て い る 。
　 そ し て 、 図 ４ － ３ に 示 さ れ る よ う に 、 可 動 シ ャ フ ト ４ の 先 端 部 ４ ａ が 後 退 移 動 し て 椎 弓
板 １ の 切 断 部 ３ １ の 内 部 の 骨 に 係 止 し た 後 、 可 動 シ ャ フ ト ４ が 固 定 シ ャ フ ト ３ か ら 離 脱 し
、 可 動 シ ャ フ ト の 先 端 部 ４ ａ と 固 定 シ ャ フ ト の 先 端 部 ３ ａ の 間 隙 が 開 大 す る こ と で 、 椎 弓
板 の 切 断 部 ３ １ の 間 隙 が 開 大 す る 。 繰 り 返 し の 説 明 と な る が 、 へ ら 状 に 形 成 し て い る の は
、 椎 弓 板 の 切 断 部 の 内 部 の 骨 に 確 実 に 係 止 で き る よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ で は 、 可 動 把 持 部 ７ の 形 状 が 逆 Ｕ 字 状 （ ７ ａ ～ ７ ｄ ） に 形 成 さ れ て い る
。 ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ と 相 俟 っ て 、 片 手 で 効 果 的 に 利 用 で き る と 共 に 、 手 術 用 の 手 袋 を は
め て い る 状 態 で も 、 ス ム ー ズ に 指 の 装 着 、 脱 着 が 行 え る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 施 例 ２ の 椎 弓 板 開 大 器 は 、 本 考 案 の 椎 弓 板 開 大 器 の 他 の 実 施 例 を 示 す も の で 、 そ の 概
略 構 成 図 を 図 ５ に 示 す 。
　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 実 施 例 ２ の 椎 弓 板 開 大 器 １ は 、 本 体 部 と 、 本 体 部 に 取 付 け ら れ
た グ リ ッ プ ２ ８ と 、 本 体 部 に 固 定 さ れ た 回 転 軸 を 中 心 に 回 動 す る 可 動 把 持 部 ２ ７ と 、 本 体
部 に 固 定 さ れ た 固 定 シ ャ フ ト ２ ３ と 、 本 体 部 ２ と 連 結 部 材 Ａ （ ２ ５ ） に よ り 連 結 さ れ 、 且
つ 可 動 把 持 部 ２ ７ と 連 結 部 材 Ｂ （ ２ ６ ） に よ り 連 結 さ れ 、 可 動 把 持 部 ２ ７ に 連 動 し て 固 定
シ ャ フ ト ２ ３ に 対 し て 移 動 可 能 な 可 動 シ ャ フ ト ２ ４ と を 備 え た 構 成 で あ る 。
可 動 把 持 部 ２ ７ の 操 作 に よ り 、 可 動 シ ャ フ ト ２ ４ の 先 端 部 ２ ４ ａ が 後 退 移 動 し な が ら 固 定
シ ャ フ ト ２ ３ か ら 離 脱 し （ 若 し く は 距 離 を 離 れ て ） 、 可 動 シ ャ フ ト ２ ４ の 先 端 部 ２ ４ ａ と
固 定 シ ャ フ ト ２ ３ の 先 端 部 ２ ３ ａ の 間 隙 が 開 大 さ れ る の で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 他 の 実 施 例 と し て 、 可 動 把 持 部 ７ の 回 動 中 心 で あ る 本 体 部 ２ に 固 定 さ れ た 回 転 軸 ２ ａ の
位 置 が 、 実 施 例 １ で は 可 動 シ ャ フ ト ４ の 上 方 の 配 置 で あ っ た が 、 こ れ を 下 方 に 配 置 す る も
の で あ る 。 こ の 場 合 は 、 可 動 把 持 部 ７ を 手 前 に 引 く の で は な く 奥 へ 押 し 出 す こ と に よ り 、
可 動 シ ャ フ ト ４ を 後 退 移 動 し 開 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 考 案 の 椎 弓 板 開 大 器 に よ れ ば 、 椎 弓 板 形 成 術 に お け る 医 療 器 具 と し て 利 用 す る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 椎 弓 板 形 成 術 に お い て ス ペ ー サ を 差 し 込 む た め の 方 法 の 説 明 図
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 椎 弓 板 開 大 器 の 概 略 構 成 図
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【 図 ３ 】 可 動 シ ャ フ ト の 動 作 の 説 明 図
【 図 ４ － １ 】 椎 弓 板 の 切 断 箇 所 の 説 明 図
【 図 ４ － ２ 】 実 施 例 １ の 椎 弓 板 開 大 器 の 使 用 説 明 図 （ １ ）
【 図 ４ － ３ 】 実 施 例 １ の 椎 弓 板 開 大 器 の 使 用 説 明 図 （ ２ ）
【 図 ５ 】 実 施 例 ２ の 椎 弓 板 開 大 器 の 概 略 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 　 本 考 案 の 椎 弓 板 開 大 器
　 ２ 　 　 本 体 部
　 ３ 　 　 固 定 シ ャ フ ト
　 ４ 　 　 可 動 シ ャ フ ト
　 ５ 　 　 連 結 部 材 Ａ
　 ６ 　 　 連 結 部 材 Ｂ
　 ７ 　 　 可 動 把 持 部
　 ８ 　 　 ピ ス ト ル 型 グ リ ッ プ
　 １ ０ 　 椎 弓 板
　 １ ５ 　 ス ペ ー サ
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ － １ 】

【 図 ４ － ２ 】
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【 図 ４ － ３ 】

【 図 ５ 】
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